
「清水プラント３」を拠点と
するバス路線再編について

福井市 都市戦略部 地域交通課
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旧美山町

旧清水町

旧越廼村

平成１８年２月に、旧美山町、旧越廼村、
旧清水町の３町村と合併

⇒人口は１．０７倍、面積は１．５７倍に

人 口 ２６３，８４７人
世帯数 １０２，３４６世帯
高齢化率 ２８．３１％

※H30.4.1現在
東経136°13′10″

北緯36°3′51″

面積536.41k㎡

位置・人口

鯖江市

越前町

坂井市

永平寺町

大
野
市

１．はじめに（福井市の紹介）
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H2１.2 「福井市都市交通戦略」を策定

（基本的な考え方）
①６方向の公共交通幹線軸の強化
②軸と地域を結ぶ拠点の形成
③地域特性に相応しい交通サービスの確保

２．再編の背景

→南西方面の幹線軸を形成するため、

「清水プラント３」を拠点とするバス路線の再編を実施 3



①幹線バス路線の新設
ＪＲ福井駅発、清水地区を経由する運行頻度の低い3本の広域路線（茱崎
線、西田中宿堂線、織田線）について、JR福井駅から清水地区内の商業施
設「清水プラント３」までを１本の路線に集約し、３０分に１便の「高頻

度運行」の幹線バス路線（清水グリーンライン）として再編

②既存の広域路線（茱崎線、西田中宿堂線、織田線）
の昼間帯をデマンド化（＝ほやほや号））
清水プラント３より先の区間については、バス利用の少ない日中はデマン

ドタクシー（ほやほや号）による運行に改め、予約と乗継による効率的な
移動手段を確保

③清水プラント３における交通結節強化と待合環境整備
路線バスとほやほや号の乗継地点となる清水プラント３の交通結節と待合

環境の向上のため、待合スペース、パーク＆バスライド駐車場を整備

３．再編の概要①
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３．再編の概要②
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３路線は個別に運行され、便数も少なかった。
また、需要が見込まれる清水プラント３やみどり図書館
を経由していなかった。

・便数
茱崎線【9往復】
織田線【4往復】
西田中宿堂線【8往復】
※【 】…駅前直通便

・運賃(乗継運賃設定なし)
福井駅⇔茱崎 1,120円
福井駅⇔八ツ俣 1,310円

清水グリーンラインを幹線として新設し、日赤とみどり
図書館を経由するようにした。運行本数は実験前に比べ
約3倍と大幅に増加した。

・便数
清水GL【23往復】
茱崎線【5往復】+《若杉行8.5往復》+《越廼行5.5往復》
織田線【2往復】+《7往復》+
西田中宿堂線【6往復】+《7往復》
※【 】…駅前直通便
《 》…ほやほや号（予約制乗合タクシー）

・運賃(乗継運賃設定)
福井駅⇔茱崎 700円（幹線300円+支線400円）
福井駅⇔八ツ俣 700円（幹線300円+支線400円）

（再編前） （再編後）



• 買い物、農協、ATM、公共施設（保健センター）など
が周辺にあり、乗継の拠点としてだけでなく、日常生活
の拠点としての機能を有している

• 冷暖房を備えた待合施設を整備したことで、快適にバス
を待つことができる

• パーク＆バスライド駐車場としての利用も見込める、大
規模な駐車場が施設内にある

３．再編の概要③

清水プラント３に拠点を設けたメリット
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• 予約制の乗合タクシー（路線・ダイヤの設定有）

• 清水プラント３より先の地区で運行する

「フィーダー路線」

• 運賃は２００円～、地区をまたぐ毎に＋１００円
（複数人数での予約で１００円割引）

• 予約は利用する便の発車時刻の１時間前まで

３．再編の概要④

ほやほや号とは
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• 再編にあたり、バス事業
者が清水プラント３に待
合所を整備

• 快適に過ごせるように冷
暖房を完備

• バスの到着を知らせる接
近表示器を設置

• ほやほや号の予約ができ
る直通電話を設置

社会実験前 社会実験
プラント３

実験前のバス運行状況 実験によるバス運行の改善 バスを待つ環境の改善
・JR福井駅から越廼(茱崎)・織田・朝日地区を結ぶ３路線は、個別に ・JR福井駅からプラント３までを「幹線」として一本化し、プラント ・乗継拠点となるプラント３のバス
　運行され、便数も少なく、南西方面の幹線軸になっていなかった。 　３から３地区へ延びる経路を「支線」と位置づける。 　待合所には、冷暖房を完備する。
・バスを乗り継ぐ場合の割引運賃やバスを待つ環境整備が不十分で ・清水グリーンラインを幹線として新設し、日赤とみどり図書館を ・バスの到着を知らせる接近表示器
　利用者への利便性が図られていなかった。 　経由するルートで、１日２３往復、概ね３０分間隔で運行する。 　を設置し、バス待ちのイライラ感
・３路線とも日中の利用者が大きく落ち込んでおり、非効率なバス ・支線には予約型のタクシー「ほやほや号」を走らせ、予約制では 　を解消する。
　運行となっていた。 　あるが、運行ダイヤは実験前の路線に比べ大幅に増やす。 ・ほやほや号を予約できる直通電話
・利用者の増加が見込まれるプラント３やみどり図書館を経由して ・幹線バス路線の回数券や定期券は、「ほやほや号」(支線バス) 　を設置して、利便性を図る。
　いなかったため、潜在的バス利用者を取り逃がしていた。 　乗車時にも使えるようにする。
・路線長が長く、生じる欠損額も大きい。バス以外の小型の乗り物 ・上限運賃を設定し、これまでの福井駅前から茱崎(1120円)、八ツ俣
　での経費削減が求められていた。 　(1310円)までの運賃は700円にする。

改善 プラス

３．再編の概要⑤

待合環境について
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施設関係者との合意形成について

• 清水プラント３側と、敷地内での待合環境整備、及び敷
地内駐車場の一部をパーク＆バスライド用駐車場として
使用することについて協議

→清水プラント３側は非常に協力的であり、待合環境を整備

する場所の提供いただいた（整備自体はバス事業者が実施、

市が一部を補助。光熱費は清水プラント３が負担）

また、パーク＆バスライド用駐車場についても無償で提

供いただいた

４．再編にあたっての課題①

9



沿線住民との合意形成について

・丁寧な説明会の実施

実際に利用する住民との話し合いとするため、昼の時間帯に、

住民が徒歩で行ける範囲を目安に説明会を実施

・マイ時刻表の作成

希望者に対し、乗継時間などを記したマイ時刻表を作成

・分かりやすい情報案内

ほやほや号の予約専用ダイヤルが書かれたカードや

南西方面の路線図・時刻表パンフレット（次頁参照）を作成

・バスのフリー定期券の共通利用

京福バスの高齢者限定のフリー定期券（いきいき定期）を、

ほやほや号でも利用可能に

→丁寧な説明や利便性向上の取組を行うことで、住民理解を得た

４．再編にあたっての課題②
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４．再編にあたっての課題③
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↑予約専用ダイヤルカード ↑路線図・時刻表パンフレット
（バス、ほやほや号の路線図・時刻表・運
賃表、予約方法などの情報を掲載）



利用者数の推移
（年度は１０月～９月）

再編前 再編後

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

路線バス 206,333 199,300 177,623 171,929 193,046 194,554 196,052 194,560 200,363 

茱崎線 116,964 107,361 94,121 43,692 46,383 47,026 45,389 43,656 42,270 

西田中宿堂線

（H23.11～清水西田中線（一部））
39,491 44,847 48,512 27,432 28,772 27,251 26,684 23,595 23,905

織田線
（Ｈ23.11～清水織田線）

49,878 47,092 34,990 2,994 3,471 3,055 2,774 1,311 1,534

清水グリーンライン － － － 97,811 114,420 117,222 121,205 125,998 132,654 

デマンド系統(予約制) ほやほや号 11,253 11,762 12,481 12,432 11,027 10,556 

西田中ルート － － － 1,826 2,509 2,266 2,135 1,546 1,294 

清水循環ルート － － － 315 433 402 265 186 188 

織田ルート － － － 2,511 2,881 2,873 2,623 2,630 2,421 

茱崎線ルート － － － 6,601 5,939 6,940 7,409 6,665 6,653 

合 計 206,333 199,300 177,623 ※199,835 204,808 207,035 208,484 205,587 210,919 

前年度比 -11.2% -3.4% -10.9% 12.5% 2.5% 1.1% 0.7% -1.4% 2.6%

５．再編の効果

再編により全体の利用者数の減少が食い止められ、更に
近年は増加傾向にある。

12※Ｈ24の合計は、Ｈ23.11～Ｈ24.9の実績×11/12で算出



課題：電話予約や乗継利用に対する抵抗感の緩和

→ほやほや号について再度の周知や、１度使って

みて使い方を覚えてもらうことで、予約利用の

ハードルを下げる努力が必要

→住民、行政、事業者が三位一体になった周知広

報や、乗車体験会などを実施予定

６．今後の課題
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